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九州工業大学と JAXA、宇宙可視光背景放射観測で探る天体成形史 

ミッション実現に向けた超小型衛星開発を始動 
《産学官による輸送/超小型衛星ミッション拡充プログラム》 

 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（理事長：山川宏、以下、JAXA）と国立大学法人九州工業大

学（学長：三谷康範、以下、九州工業大学）は「産学官による輸送/超小型衛星ミッション拡充プログラ
ム（拡充 P）」の枠組みのもと、超小型衛星ミッション「高精度姿勢制御 6U衛星※による宇宙可視光背
景放射観測で探る天体形成史」を始動します。 

 
本ミッションでは、6Uサイズの超小型衛星に小口径の望遠鏡を搭載し、宇宙初期から現在までに放射

された光の総計である宇宙背景放射を観測することで、天体形成史の解明を目指します。また、超小型
衛星向けの統合型姿勢制御（AOCS）ユニットを搭載した高精度姿勢制御バスを汎用化し、利用拡大を目
指します。 

 
九州工業大学はプロジェクトマネージメント、ミッション機器開発、高精度姿勢制御バス開発、衛星

環境試験、衛星運用、観測データ解析、AOCSユニット開発・実証（セーレン株式会社と協働）、望遠鏡
光学系開発（株式会社コシナと協働）等を担当します。本衛星は、九州工業大学と JAXAに加え、東京都
市大学、関西学院大学、自然科学研究機構アストロバイオロジーセンター、東京工業大学、金沢大学、
福井大学が共同で開発を進めていきます。 

 
セーレン株式会社は高精度 AOCSユニットの国産化による性能向上及びサービス拡大を、株式会社コ

シナは超小型衛星向け地球観測望遠鏡の製造販売事業拡大を目指していきます。 
 
JAXAは観測ミッション検討、ミッション機器開発、衛星システム設計等への協力、技術フロントロー

ディングにより開発した AOCS技術の提供、及び民間小型ロケット打上げサービス事業者の選定を担当
します。  

 
・拡充 Pの超小型衛星ミッション選定・開始と民間小型ロケットを使った打上げへの取組：別紙-１ 
・九州工業大学の超小型衛星ミッションの詳細：別紙-２ 

※)６U衛星：10㎝ x 20㎝ x 30㎝サイズの超小型衛星 
 
 
 
〔関連リンク〕 
産学官による輸送/超小型衛星ミッション拡充プログラム 
https://aerospacebiz.jaxa.jp/expansion/ 
超小型衛星による宇宙可視光背景放射観測ミッション(超小型衛星利用シンポジウム 2022より) 
https://aerospacebiz.jaxa.jp/cubesatlv2022/2-3_detail_mission.html 

NEWS RELEASE 

https://aerospacebiz.jaxa.jp/expansion/
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九州工業大学 
https://www.kyutech.ac.jp/ 
九州工業大学 革新的宇宙利用実証ラボラトリー 
https://kyutech-laseine.net/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【お問い合わせ】 
九州工業大学広報課（用正） 
電話：093-884-3008 Mail：pr-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp 

【研究内容に関するお問い合わせ】 
九州工業大学大学院工学研究院宇宙システム工学研究系 助教 佐野圭 
電話：093-884-3566 Mail：sano.kei288@mail.kyutech.jp 

https://www.kyutech.ac.jp/
https://kyutech-laseine.net/
mailto:pr-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp
file://kitss100/GeneralAffairs/08_%E5%BA%83%E5%A0%B1%E4%BC%81%E7%94%BB%E4%BF%82/03_%E5%A0%B1%E9%81%93%E9%96%A2%E4%BF%82%E3%83%BB%E5%8F%96%E6%9D%90%E3%83%BB%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BB%96%E5%AF%BE%E5%BF%9C%EF%BC%88%E8%8B%A6%E6%83%85%E3%81%AA%E3%81%A9%EF%BC%89/01_%E8%A8%98%E8%80%85%E7%99%BA%E8%A1%A8%E3%83%BB%E6%8A%95%E8%BE%BC%E3%81%BF/%E3%80%902022%E3%80%91/02_%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%EF%BC%88%E6%8A%95%E3%81%92%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%AE%E3%81%BF%EF%BC%89/221210_%E7%94%A3%E5%AD%A6%E5%AE%98%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E8%B6%85%E5%B0%8F%E5%9E%8B%E8%A1%9B%E6%98%9F%E3%83%9F%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E6%8B%A1%E5%85%85%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%EF%BC%88%E4%BD%90%E9%87%8E%EF%BC%89/sano.kei288@mail.kyutech.jp


 
 

拡充 Pの超小型衛星ミッション選定・開始と民間小型ロケットを使った打上げへの取組 
 
拡充 Pは、大学、企業、JAXA が連携し、超小型衛星ミッションを実施することを目的とし、第 1

回公募を 2022年 5月に開始、同年 9月に、衛星開発フェーズ移行案件として、九州工業大学から
提案のあった「高精度姿勢制御 6U衛星による宇宙可視光背景放射観測で探る天体形成史」ミッショ
ンを選定しました。開発した超小型衛星は、今後、2年後を目途に、JAXA が選定する打上げ輸送サ
ービスによって打ち上げる計画です。また、参画する企業は、その成果に基づき事業の創出を目指
していきます。 

  

（別紙-1） 
 



 
九州工業大学の超小型衛星ミッションの詳細 
 
超小型衛星ミッションテーマ：高精度姿勢制御 6U衛星による宇宙可視光背景放射観測で探る天体形
成史 

 
宇宙可視光背景放射の精密観測には、長時間露光における高い姿勢安定性、および広視野での観

測が要求されます。九州工業大学は、本広視野望遠鏡を搭載した 6U（10㎝ x20㎝ x30㎝サイズ）
衛星ミッションの開発プロジェクトを取りまとめ（プロジェクトマネージャー：九州工業大学 佐野 
圭）、本宇宙可視光背景放射の観測ミッションの実現を目指すとともに、本 6Uサイズ衛星バスの標
準化及び幅広い利用拡大に挑戦していきます。 

 
JAXA は、宇宙可視光背景放射の観測ミッションを九州工業大学および共同研究機関と共同で提案

し、今後のミッション実現に向けた検討を進めるとともに、1U（10㎝ x10㎝ x10㎝）サイズの高
精度姿勢制御系の研究開発を進め、九州工業大学が開発する 6U（10㎝ x20㎝ x30㎝サイズ）衛星
に実装します。 

 

（別紙-2） 
 

観測データ解析 

ミッション機器の開発 

ミッション機器の開発 

望遠鏡光学系開発 

AOCS ユニット開発・実証 

高精度姿勢制御バス開発 

衛星システム設計 

高精度姿勢制御バス開発 

九州工業大学 

関西学院大学 

㈱コシナ 

東京都市大学 

アストロバイオロジーセンター 

東京工業大学 

金沢大学 

福井大学 

セーレン㈱ 

《組織体制》 

JAXA 

観測ミッション検討、ミッシ
ョン機器開発、衛星システム
設計等への協力、技術フロン
トローディングにより開発
した AOCS技術の提供、及び
民間小型ロケット打上げサ
ービス事業者の選定 

プロジェクトマネージメント、ミッション機器開発、高精度姿勢制御
バス開発、衛星環境試験、周波数調整、地上局整備、観測データ解析 


